
l ー 口 一
、

一ー一一 －－

、

●

●

一

１
ｋ

戸、. 、今

.…響一,辿坪‘岳－. ■

両鐸濤'ｰ

Ｉ

Ｉ

Ｌ

Ｉ

ｌ

ｂ

■

Ｄ
Ｐ

■■一

01

P

ア
ー
手

グ

可

L

■F

I

911 ．9



、 Pヨ

1
．

Q
■
車

q参 才
舌
今
／
合
毎
↑
《
勺
風
土
ｆ
鼻
え
る
筆
里
琳
』
せ
》
イ
ブ
竿

塞
双
絢
与
が
茨
蓼
繁
蓄
イ

９

●
Ｇ

勺
キ
ー
《
鮴
向
享
有
イ
燭
‐
乞
幸
ふ
を
は
れ
斗
耆
勺

の

_§〉
T や
〆

毒 Ｉ
理
も
才
斗
や
卑
弥
ノ
ア
ｌ
イ
雌
＃
診
才
ぶ
と
｜
ワ
ふ
之
肢

イ
ヴ

ｉ
ｊ
Ｉ
Ｊ
Ｉ
ｖ

●

ｃ

ｐ
・
Ｉ
〃
了
腸
、
》

順
工
Ｊ
で
↓
廷
Ｉ
△
ｊ
勺
柔

伽
茄
》
‐

〉
見
炉
↑

ル
ー
カ
私
謂
を
仏
の
膿膣
進

0

”
イ
庖
伽
の
上
箆

傭
鍬
″
｜
「
坐
・
心

今

の

‐)、
①

宰
恥
犬

ノー
Vで
ノー

'1
己

;J 》
ク
ー
タ

ー
１
１

蛯
含
臓
〈
渦
ア
鈴
ｊ
斬
歩
を
遙
艮
″、

一

堀
，
ノ
む
嘉
可

I え
宗
故
人
予
勺
を
形
ヤ
ー
Ｉ
ス
．

ノ

ヶ

ノジ

、メ

《
ロ

ゑ

ノ
乃
／
一

ど
鋤
少
坪

寺

｡

F

1ロ

可

例
処
ノ
ｊ
〃
ヴ

ャ
い
Ｔ
ｌ
ノ

ノ
ケ
ｄ
ノ
’

0屯

七

'
□

'

－－世と－－－－－－．.．

｜

’
白

、

ロ

ｰ ‐ 』 －一一一ｰ－ －

← ＝.弓一一
L■

一一一一 一 一一 一一＝

一三■



【

一
一

－

､

、

4 凌
凋
臼
賜
雫
帥
ら
！
．
～
之
包
丈
遭
糸

裟
の
嶺
ギ
ル
‐
吟
“
α
‐
禍
溌
：
，
，
。
‐
Ｉ
易
那
〃
ｌ
’
“

ロ
ｂ
約
〃
↓
，
Ｊ
人
ｙ
，
Ⅷ
ｙ

）
も
８
９

、 1
1Wノナ

彫
る
も
洞
ｊ
臆
与
ハ
ｖ
４
Ｉ
ｐ
乃
功
／
７
Ｌ

亘
「
１
画
の
汎
ｉ
ふ
へ
城
！
｜
，
奇

沙
や
フ
祝

、
今
寸

；
〃
が
膠
ゐ
ゐ
）
忰
函
決
雷
倉
誰
ブ
ァ
§
》

ｊ

十
三

芳
寸
亨
ム
ィ
小
小
堵
稚
心
似
〃
ハ
〕
Ｉ
鵲
形
γ
や
了
マ
少
）
一
曲
加
敦

ケ
冷
１
、
り
ん
１
１

，
吟
；
々
悔
い
／
Ｉ
島

少
ラ
Ａ
Ｕ

ｆ

ァ
ぞ
人
〃
内
く
Ｌ
内
）
４
娼
勿
／
肘
や
ｌ
圭
邨
ル
昂
Ｔ

抓
侃
の

、

、
ノ

糀
易
ィ
ｚ
か
ｋ
『
紗
〃
坪
靹

７

〆
朔
小
毒
‐
た
み
ｊ
枠
脳

斑

ｌ

あ

み
ｉ
ｔ
里
樋
祇
孕
有
の
炉
恢
賢
泌
癒
，
の

ｰ

〃

翁
壱
搦
啄
や
其
公
用
句
一
惨
掘
ロ
ム
Ⅶ
必
，
涛
〆
池

『
Ⅱ
１
０
↑

画

一
巡
液
い
ン
↑
い
４
ノ
ヘ

謡
ノ
ー
ガ

』

＊
〃
～
、
、
喪
鯏
斗
何
、
吟
沁
尚

』

I f b

通
4，

ｲ'ソ

１
ｔ ヤ

、
一
さ
り
ｌ
〃
や

李
守

廷
上
そ
う
毎
Ｊ
吋
４
蝋

叫
砂
聡
小
の
ァ

↓
、
・
伽
〉

り

為
呼
抵
脳
牌
辛
一
難
孔
‐
且
駒
‐

q
、

、
〃
●
ン
寺

職
工
甥
Ｈ
切
泌
；
《

鄙
１

』

〃

姥
遮
青
協
押

I

幻
と
み
ｌ
か

腱
Iの

の

》、

）1,つ
〃

●

生?

lゅ

塞
一 紛

咋
ｌ
恥
く
し

I, ノ

ｿ
＋

●

ノ

、
、
戒
一
種
ど

き
》亘

斗
吐
）
《
１
Ｊ
ゞ

⑱

升 瘤）肱7k_‐
弗
胴

琉、 、、

q

d‐

1
●魔 爪 お？)･＝



■

I0

柳
伊
腎
臘
捗
Ｉ
ｖ
７
か

非
誌
ｆ
ｊ
ｔ

Ａ

フ
ナ
内
《
刷
茸
１
１

鉱
班
〃
や

戒
灘
附
ム
フ
泥
に
’
一
Ｊ
、
、
／
‐
く
ぃ
１
７
－
フ
侭
ノ
ャ
脇
し
剛

や
七

一
．

一
へ
‐Ｉ對砦 オ

迷
〃
１
Ｑ
や
ら
処
ハ
妬
／
ｉ
栓
兎
タ
で
ら

混
み
沿
織
守
尭
北
Ｉ
￥
ふ
ざ
弧
混
垂
｛
宵

画
暇
や
一

汁
‐
凡
の
侶
搦
ｆ
／
フ
ー
だ
』

↓
劫
１
２
Ｆ
ジ

隅
い
つ
〃
ワ
イ
、

呼
泣
Ｉ
修
均
杉
江

漁
＝ジ、

恥
”
１
Ｊ
、
、
￥
ｐ
Ｌ
Ｉ
ｊ
ｂ

芸
雪
，
，
紅
α
の
一
い
〃
ゾ
承

劉
袖
″
斯
泓
獣
心
イ
和
ご
ト
フ

』

● マ
ウ
写二

四

糾
獅
や
或
四
ｌ
″

咄

●少 』

bヤ
〃
い
ぬ

|ﾚﾉｰ＞

ベI剛
、

》
ノ
諺
１
１
‐
Ｉ
施
勿
々
↑

、）

L/~)
p

L>

箕
コ
イ
｛
》

￥
ｂ
』

ｆ
Ｊ
ｐ
十
１

，
、
ノ
ノ
肩
紗
言
・
鈴
／
沙
曹
隆
二
戯
７

I の
／
ｙ
Ｊ
フ
”
Ｉ
勾
呼
の

ﾉ|’ ､

１
挺

〃

吟
ｉ
ｆ
猟

＄ 〕
、
》
〃
、
や
獅
輌
肌
了
・
１
《
。

、
の
ウ
々
、
，
Ⅲ
》
・
‐
Ｋ

タ
ー

ｌ
、
■
■

』

；
》
蛍
温
謀
り
鞭
篭

』
１

Ｊ

が

～

〃
今
勝
〃

、
雑
池
化
ｉ
小
ハ
チ
那
次
ソ

や
γ
伽
舛
″
〉
彌
舩

て Q1を-〉

+P

L‐′

悔し
』P

＃
￥＝

獺、

し

勺
〃

勺

戚
ケ

ト

了
，
ｒ

今 戒
↓
１
■
寺

琴
ヲ
悔
・
Ｉ
。

山
・
？
う
一
る
一
、
、

４
一
ん
ｙ
こ
す

-ｹ
Ｉ

ｔ
～
、
＃
弱
，
輝

、

の ァ
、
し
十
一

7

2､手

″

}1
了
Ｊ
ｔ
の
Ｊ
１
勺

１

l1
bV

時

9

，、

"
キ
ー

一
Ｊ b一

い

」
含
呼
人

ノ

1

ゆ

問
へ
‐
蕊

タノァー

"0台
瀧

‘弱政 ／
ロ
↑
雄

L

_二二

‐ダム．

I丈逸
巧、

｣
0

口

そ
千

ｻ）|;'1 』j；）つ
豊二

一一



1
一

P

，
痴
泌
や
割
崩

－

１
０
》

陽
ひ
牌
唯
、
↑
ｈ
仰
泓
形
‐
式
歩

１
３
Ｉ

一
一

籍
ヤ
；
養
学
・
の
わ
ｆ
，
ｌ
・
ソ
ｘ
舟
や

沸
芽
Ｉ
ぃ
ノ
ー
玩
波
抽
呼
』
斗
．
」
。

、
ノ
Ｆ
１
ｉ
、
戸
〃

生

い
ん
Ｉ
ｊ
７
～
平
３
１
１
Ｖ
℃
ｌ
ｊ
い
武
』

蝋
武
え
移
囎
ツ
ヵ
、
。
Ｕ
抄
‐

十

弐
衿
純
つ
臭
じ
ゃ
〉
ゞ
や
多
一
運
ク
今
も
尺
の
奴
‐

そ
る
仏
イ
や
褐
“
ど
荊
方
ク
勺
坊
笈
尺

。

３
：
。
《

，
剃
れ
１

１

ト
ー
『
ニ

ァ
ァ
グ
、
ｚ

参
守
杉
漁
滋
４
１
通
憐
；
ｊ
・
み
噛

伽魂
和
や
お
し
う
る
ツ
ー
う
め
か
死
久
弥

少

我

、

ゞ
券
《
唾
Ｉ
狩
胸
９
や
と
心
弁
山
寺
や

蕊

卜
身
｜
セ
フ

曽
７
１
預
峨
む
心
坤
ｆ
筋
ふ
、
了
け
式
～
萱
シ
｜
，
｛

凶
戸

該
墜
啄
へ

堂
恥
‐
牛
認
ｒ
醇
癬
駿
勃
聖
火
韮
ど

や

〆
一
，
｜

咋
吻
力
や
ｖ
フ
テ
狩
り
肱
ｒ
Ｉ
うぐ

龍
↑
濟

＃

ｈ

。

γ
派
／
和
ｙ
ｉ
ｊ
Ｍ
外
／
形
駿
〕
の
諏

珈
な
宝
了
泌
掌
〉
砂
ゞ
・
菅
《
＆

』

可

笈
鵡
’
４
％
／
』
撫
訟
可
に
い
『
－

，
少
，
与
命
い
、
１
１
”
丁
ノ
〃
ず
１
ｆ
７

種
液
も
一

、
″
字
″
、
ハ
〃
″
》
ｌ
Ｂ
ｊ
ゾ

喝
・
呼

担
祠
鯨
や
Ｏ

減
下
人
熟
？
ぬ
う
γ
鮒
の
友
秘

画

-；旧
み
打
、

Q>,
I

Ｉ

〃
，
サ
ケ
・
可

甲

〕
匂
ｙ
イ
ノ
拠
拭
十
８
牡

１
Ｊ
７
？
ダ
ノ
》
ノ
７
？
』
ゾ

ｊ
や
恥
″
ｖ
１
』

〆

１
日

』〃

-1，、－）
ナ
ー
“

、
寸
利

万
一
△
″
ク

の

ル
，
匙
ｒ

潮

り
げ
、
・
す
，
″
』
も
〃
■
Ｕ
も

タ
イ
ル
肥
１
１
，
Ｊ
、
罰
じ

-つ
平
ｗ
判
‐
ゞ
が
ｒ
幻
祉
，
心

、

’了
)

,

退一
｡

Ｌ

令

ノ

、

ジ

ー

Ｕ
Ｐ 》

舞
主
彌
琴
腎

ﾉ“
ル

皆、

1
一

＝

毒
し

荘
や
丘

〕政
g

o )1鯛
碓
、
帆、

｝1才
溌
更

畝
0

ド1癖マ

鏑 7月
マ
Ｔ
Ｗ

Ｊ 二一
_二~



言

I
W

一

d b

〃
↓
小
手
Ⅲ
箕
＃
ぅ
：
～
９
１
‐
紙
を
Ｉ
γ
，
ろ
，

籾
、
７
勿
恥
鼻
’
ん
；
マ
４
く
叱
溺
叩
今
７
ヶ
ふ
や
‐
ぼ
く
の
α
了
う
た
く
ゾ
マ
ン
灸
牢
人

●

入
岨
イ
｜
ｆ
Ｑ

み
ぢ
、
圃
永
儲
必
や
ワ
節
４
今
〃
刀
，
い
ふ
挫
Ｊ
祠
月
‐
’
？
厳

豪
、
や
，
も
む
砿
へ
溌
嘩
含
陳
蕃
村

酔
ｖ
一
や
・
噂
か
ナ
コ
ー
ク
ｒ
ｊ
イ
ー
鵬
略
号
わ
小
マ
ふ
↓
ァ
し
め
八
と
秘
で
や
ワ
ハ
と

噸
‐
〃
も
形
げ
わ
ｉ
芋
』
准
可
ひ
芸
曜
ｌ
ｆ
ハ
営
確
勺
や

単
ｊ
〃
〃
や
Ｉ

、
シ
姫
八
〕
・
や
△
、

且
，
，
ノ
”
ム
”
″
、
Ⅵ
Ｈ
、
Ｌ

qP

凧
ヤ
ャ
↑
ザ
瞳
藻
）
ふ

油
７
翁
端
ｕ
人

脇
ｌ
や
幸
墾
咋
撒
惨
シ
マ
櫛
杵
敷

戯
台
ご
と
ち
；
一
：
‐
揖
叩

ア

篭
梶
鋤
ぢ
ふ
威
鼠

』
》
ｐ
７
打
ｊ
”
小
心
Ⅷ
Ｙ
１
ノ
奇
』
ん
笄
墾
、
ど
／

」

雲
血
呵
シ
秀
の
１
ド
氷
？
今
虫
う

1う汚
叩
り
叶
仙
当
Ｌ
り
‐
ふ
れ
茨
鯵
胸
心
づ
わ
ハ
ソ
ー
〉
曇

山

一

畢

b

衙卓
■b 叫

毒

ノ
、
１
１
１
，
，
Ｆ

し
げ
虻
腫
ふ
畷
山
と
泌
曹
叱
次
１
－

{．”
＃
１
斗
）
ず
や
む
多
識
き
め
，

苧

シ､
兵

4

小
？
訳
，
〃
、

） 、

’

1 。
ノ

杵うり

ノ
泡
芥
嗜
み
）

『
勺
，
‐
，
．

．
、
Ｉ
Ｊ
ｌ
９
』

％

） 》
〃

強I

〃↑

〃）ﾘ

ﾝ
』

Ｔ
Ｄ
Ｔ

二 画〃

〕

勺
、

一

T

一一

1

}，，
｜ ”＞澱寮

’ノ

ロ
■
１

r

C

D

噺I） )1
Ｐ
、
クー

ク
Ⅷ
■
了

、
６
４
１
Ｊ瀬堂 1『，

● 、熊村
一一! J．一

一口,一

一 』－

一

ー



I
罪
〃
唖
ゆ
ぐ
》
砂
殉
多
診
か
〃
ノ
ー
〃
幼
い
ｗ
キ
川
切
〃
即
副
入
う

評
訓
才
ケ
ガ
Ｊ

１

、

参
ぞ
ぅ
か
労
ｌ
ｆ
Ｉ
ノ
塊
Ｉ
〃

ず
、
ヤ
ノ
ギ
ヂ
し
ハ
ヅ
カ
ゞ

〃

〉
．

，
〃
ず
７
ケ
評
払
零
。
昂
》
つ
つ

吟
７
彫
ｒ
ｊ
〃７

可

叩
勺
ｉ
ｊ
心
曳
ひ
祁
・
・
～
Ｉ
も
し

尋
汐
酋
、
俳
川
》
ｊ
ｗ
岬
小
．
？
‐

つ
Ｄ
Ｊ
、

１
１
０
１
△
Ｖ
民

ｈ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
、
ク
レ

や
）

〃
か
く
わ
‐
い
け
い
端
ツ
ー
〃
！
〃
や
↓
、
／
》
ｎ
Ｊ
／

Ｉ
）

Ｎ

０

Ｉ

、

眺
慨
か
↑
朧
仰
叫
〃
〃
ず
’
‐
γ
ｎ
Ｙ
ノ
ー
ク
〆
十
斗
７
力
７
糸
乙

制
更

認
ケ
ル
Ｉ
り

●

す

執
／
〃
汝
ｒ
八
脚
勺
”
す
八
”
ヅ
〃
啓

あ

犬
志
④

マ
ノ
脈
功
亨
と
も
，
幕
の
／
ダ
脚
。
二
ｇ
務

雲
暴
挙
貢
四
』
ｌ
ア
ー
Ｊ
ｉ
Ｉ
１
典
稲
久
牙
菟
私
一
篭
心

１

５
一

対
ぐ
と
派
脆
。
。
鈎
腺
ｌ
ｌ
渦
１
Ｊ
ゞ
″
や
心
半
珈
》
久
々
』
〃
一

’
ず
砂
陥
呼
出
助
い
『
員
７
、
↑
妙
２

靭
脈
冷
肉
〃
〃
お
う
ノ
￥
め
今
別

字

斗
牟
？
猫
軍
箕
一
↑
小
憩
人
ｎ
１
管
６
州
り
・
圭
一

多
《
海
↑
鋤
剛
！
恥
じ
γ
菰
く

Ｔ

七
方
７
ｊ
ｘ
ｉ
《
肺
郷
？
４
羽
ｊ
令
く
う
ャ
、
醐
伽
ソ
レ
Ｉ
川
、
℃
》
一

の
伽
畷
〃
ｆ
ｆ
兎

心
〕
と
７
〃
イ
〆
易
ツ
ず
ル
ー
獄
奔
あ
う
７
ぞ
と
耳
‐
入

４

凡
式
戒
§
一
説
シ
４
１
ゞ
参
卜
漁

の
溌
渉
否
卜
や
〃。

〕〉

1‘
ﾉ

’

け

へ
、
写
す
、
。
腕
，
ト
ノ

、毛
り

り

書
〃
ハ
〉
》
葱
／
つ
く
〈
釦
シ
ナ
吟
ノ
ト
や
、
Ｊ
烏

J

諺
鋤
〃
シ
ｉ
ｌ
ｄ
Ｉ
〃

巻
ヤ
ー

、

』
河
睦
一
，

Ｔ
Ｉ
Ｇ
■
且
■』

〃1

蔓
､ン←
4

拶

放

I

lZ

I
の

一
零
腎１

少

ゞ
１

、
｝
〃
〃
、
６
０
１
、
０
１

戎
－3戸

6 一
誉
巳

、
，
つ
Ｆ
’

聖
ノ
ー
Ｉ

一
鈩
一
５

１ 』ｿﾚム 通
え

0
０
０

ザ
』
、
、
ｆ
）

j '

雄
考

－少

承”ノ
ｊ
ｒ芝"L

、二

』

一一一ムーーー ■I■＝－－－－ －

■■_ー
一

一ー望



一
一
一

一
一

p

－－

－

1

り

灸澆
昂
４
〃
ノ
北

才
誰
母
一
丁
ノ
ー
ゑ
き
人
泌
２
ｊ
ｎ
９
勘
．
り
ゞ
鴎
多
ｊ

蕃
亨
梢

樋
り
ん
の
〃
九
γ
号
平
γ
・
〃
》
イ
満

究
胸
の
‐
の
〆
ア
リ

延
似
腺

〃
抑
‐
人
別
１
乃
隆
ソ
了

ず
忽
イ
３
恥
７
ｊ
Ｂ
ハ

締
？
Ｚ

可
、
ヤ
ン
ヤ
ー
？

－
１
ノ
川
吟
‐
砿
時
〕
っ
〃
ず
ｚ
Ｅ
荘
斗
戯
ｒ
’
し

１

蒋
隆
包
沁
卜
州
い
り
眺
尹
へ

伽
４
ケ
ほ
め

り 鮒
？
尻
‐
－
諺
〃
唾
瓜
，
、
▲
ｒ
Ｉ
１

－
心

７

躯
ノ
ノ
ハ
ｒ
、
了
、
ＪＪ

～
１
－

〕
り
ず
毛
？
ん
１
１
‐
Ｌ
ｌ
込
猟
入
り
．
‐

漆
戸

し
ｊ
ｌ
ｌ

一
Ｉ
ノ
｜
の
ｒ
ケ
勺
起
，
ア
為
？
ご
〉

印
引

↓
夕
偽
り
ハ
灸
α
；
抄
了
，

■
』 ●

例
イ
ｙ
」
命
ノ
ユ
惚
ｋ
」

1

淵肢 倖

１
令
七
可

侭
劣
脅

ｊ

Ｙ
叩
〃
Ｊ
勺
ん
ゆ
々
一
八
７
山
イ
ア
ゾ
、
１
／

斗
韮
ハ
ー
ッ
・

ノ

嚇
ワ

‘ノI宴
リ”
Ｊ
１
ふ
ゐ
麻
１
ル
ー
｝
嘗
ン
？
；
つ
卜
竹
。

ゴ
叩
／

ソ
坪
弛
怖
幟
／
〃
ｖ
〉
側
与

猫
恥
農
規
狗

イ
ー
や
し
ゐ
夢
み
砂
３
，
ｒ
え
げ
４
２
Ｊ

ゆ

■寺

Ｙ
〃
ゞ
ジ
牛
＃
八
～

キ
リ
，

ノ
舟
泌
う
う
、
ｊ
ら
い
坊
岼
切
り

』

Ｆ
ぃ
４
．

＃

》

、
９
１
１

） ）γ
細
り
伶
勺
、

Ｐ

４
γ

二
ｈ
Ｎ
り
ん
１口
』

４

張
方
為

ヤ
Ｔ
シ

茨
が
、
Ｙ
ノ
。
勢
少
危
上
守
喬

鍋
う
む
美

脚
ｒ
ｌ

瓶
＃
適
齢
魚
人
γ
」

平 ）

け
ル １

Ｊ
、
１
－
Ｌ

動
く
‐
‐
ｊ
〃
油
詐
ｖ

ノ
匂
）

ｲー J1

雄
允

の
、
何
Ｍ

今

-V’、お‘恥
1

《､吃
、

と
＊
長
ソ

4

f

琴
b

泥

政
ノ

！≦）

③

牛
１

小
回
り
人

ァ
や
》
う１斗

一
討
開
脚

漉
鋲
鷺

ザ

）
矛
一
も
Ｌ
７
ｊ
■
■
■
〉
々
〃
バ
ザ
レ

＄、 い、

一

も
雁

ーし

U>l_
ロ
ー
ゲ
｝
》
湾
灼

4

－ノ

承縮 ,；|_』
ｒ
Ｐ
、
し

》

雄渉 一

フ
ー

一一

－－

一一 一二
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
■
■
■
■

一■h■■－－ －一 一 ~.T一
才 一一一一一

■■■■■■ﾛ■一



国 －

－－－言三
p両

●

1

』 ｊ
蕾

去
砂
？
ｊ
Ｔ
１
当

り

説
武
Ｊ
｜
髭
，
湾
、
嘘
い
‐
い
，
卜
う
，
？
，
ｊ
〃
Ｑ

》
縛
鱒
ｙ
勾

妙
・
卦
．
勾
艸
い
・
‐
偏
叶
～
＃
白
脹
胤
Ｉ
ノ
ー
ァ

ー
箪

罐
汀
賑
》
】
，
Ｐ
怜
幽

ぅ
ハ
ナ
－
７
１
く
Ｊ
Ｑ
ｌ
Ｆ
修
，
ゞ
．
、
‐
・
‐
、

０
１
″
ぐ
ｖ
ｖ
芯
Ｉ
’
し
⑫

副
Ｗ
ｗ
グ

ー
》
，
ゴ
ヮ

意
稚
却

款
猿
，

『

単
剖
迦
弄
鍋
訓
ノ
の
届
ｗ
ｗ
岼
油
ル
し
ぃ
Ｉ
”
。
‐
ト
ム
ト
ー
”
ｒ
』
》

刷
私

り
Ｉ

、

4V
′

1

1）

← ●

サ
I

＞

ミナ

考

一う

、可

聖
で
勅
７
蜂
い
域
が
ｍ
Ｙ
ｗ
吻
少
晩

漸
岬
４
１
『

伽
Ｌ
ア
ア

寸
Ｊ
打
叩
キ
ト
”

ず
薪
節
”
う
記
入
‐
も
。
侭

●

一
丁
Ｚ
Ｉ
ｊ

‐
４
‐
‐
‐
〃
毬
伽
蛎
ｉ
ｍ
ゞ
：
あ

、
勺
ノ
ｂ
〃
ア

７
７
ケ
抄
乍

⑲ ）
７
、
γ
う
”
イ
ッ
鈍
袖
〉
７
Ｊ
、
川
部
や
”
し
↓
』
乳
や
″
つ
卜
恥
ｒ
Ｉ
時
く
ゆ

■
」

(ィ

と J)

ハ
ヤ
ユ
皿
Ｉ
Ⅲ
ｑ
ｌ
ｆ

Ｔ
ノ

ー
い
い
ひ
け
易
／
形
し
擁

（，

ﾉﾌ
h

可

，
〃
４
勺
～
″
噸
リ
ヶ

」‐食

〔
）ノ 術

１
ｌ
ｂ
‐
“

や
左
め
む
し
一
ゞ

℃
ナ
ーノ

171

象
、
ハ
ツ
卯
Ｉ
Ｃ
や
１

蛾
斗

をl'
）1』

ゞ）

i･'

う

しつ 一
一
斯
罪

つ
計

） ）勾
ｊ
狐
叩
〃
１
人
切
即
１
Ｊ
》
ブ
伽
咋
）

務〃
ｎ
‐
》
一
十
＃
訓
珊
畢
訊
〃

主
｝ ）

過
矛
竺
の
‐
１
：
Ｉ
、

O十
ザノ厚

ｂ
Ｆ
Ｉ
Ｊ

内

っ
。
可
～
３
之
有
〉

Ｉ

グ ュ

ア

"
へ

rノ

ネ

γ
ら 漁

１

千
一
つ
ゾ
ン

布
靭
勿

）

妙 ▲

氷リ
キ
リ

李
繩
べ
●

罰
へ
辱
し

う
坐
り ソ

| ）鎌 I
且

》
鐸
口
↓

》 坂漁秒
雄

p

-iノ
圭
一 乙

／
二

１

岳ｰ

▲

ゲ

予
勺
にＩと良i 機潟‘I

」

Ｉ
■
■
■
■
■
１
１

－＝＝一一

－－－F一軍一一

一 ・ -- ” 1■■■■ ー



＝ －

一
‐

●
h

－

‘

4，
主
、
副

鮠
亮
心
健
勝
１
Ｊ
↑
、

ｚ
い
淌
弛

』

一

；Lし 叉
､＃

〃

<ラ“
脂
や
叫
娠
岬
乎
？
〃
’
７
ア
鈴
Ｉ
初
歩
み

話
、
蝋
”
・
２
つ１

『
、
岬
）
，
”
“
岬
“
‐
‐
、

、
１
０
１
〕

一
乃
可

一
脚
酎
碓
ヤ
ヘ
ー
側
彬
ｗ
剤
〆
ｈ
７
Ｉ
ｏ

り
Ｉ
〆
鍔

《
刀
Ｕ
ｌ
ノ
？
、
ｖ
‐
の
、

１
Ｐ
〃

派
ｕ
″
‐
ｙ
７
揖
貞
～
峰
、

む
つ
陣
中
ｌ
陶
嘩
１
や

ず
ず
ワ
ｋ
ｌ
小

ｊ

ｊ
や

、
‐
部
剛
つ
ら
ん
虹
毎
㎡
身
、

罷

ｌ

稚
く
乏
１
１
凸
ワ
“
〃
ｂ
あ
ご
鈎
了
”
ｉ
Ｊ

ゐや
1
7

ノ
ニ
ノ
，
少
フ
關
ｒ

ろ
ｆ
偲

一
さ
グ
２
ｆ
〃
ノ
〃

三
〆

４

脂
と

丸
l!

『

） ）

Ｚ
ト
ク
城

ヲ
７
１
ハ
ヘ
ュ
岫
雌
か

『

マ
イ
．
〃
９
ン
Ｉ
リ
旬

届

”
”
に

枇
了
”
鋤
マ
ー
‐
ノ
Ｙ
八

》
Ｊ

弓
１
年

●

馬
（
1

1
J

皇

1

■

ノヤ
ー 参

挿
入

－〃

一一

劇
b l

、
工
二
號

斗
》
ｋ
，
功
ｌ
／
、
３
み
Ｉ
心
う
あ
？

〃
医
１

セ

ワ
〈
‐
ｔ
、
，
〃
，

芽
，

M1 〔，

'『

１
０
〃

ユ

、
γ
っ
‐
イ
ジ
ス
ザ
ー
Ｊ
》
ガ
ァ
、
Ｊ
‐
＆
ノ
、
ｙ
７

も
０
０
ｌ

ｂ

み

ｖ
ｒ
、
〃
７
グ
４
、
〃
処

Ｊ
、
１
１
Ｊ
グ
ｆ
ｖ
ｔｌ

１
，
Ｌ
》

Ｉしソ

フル

蕊
ﾌ1多

免
‘則

』

｜
｢

〃
告
口

衿
Ｉ
計
刊

柵7 〃
、
う
少
知
凡

諦
岬
″

》

t ) 》

、

４

、

噺

凋
、
と
パ
や
こ
ゞ
＆
「
、
１
，
，
、
『

企
》
ノ
ー
望
、
心
、
Ｊ
へ

『
７
ｒ
Ｐ
～

ｌ
）

↑

ノ
ア
和
〃
ノ
、
ｊ
ｆ
ｗ
岬
凧
Ⅷ
ノ

り‘
ノﾑ

G

－j F

の
砧
ノ

ハ
祝
？
午
〆
、
Ｌ
ア
伽

１く
心
ん

l､：
’
一
十
尋
－

１雫
し
し
い
刊
、
符
Ｉ
。

一
Ｌ
』
認
～
〕

､

－

し
１
兆

■ 』つ
～
ウ
ジ
ハ
抑
”
必
脾
Ｗ

Ｌ

I

§
汀

』
Ｊ
十

Ｊ２

７
‐
７
咳
鴎
可
ｔ
奇
ノ

'心，
I

坊

’

]1 ) 時ｺヶｰ

ﾉト

ｌ

、
巴
Ｊ
Ｊ
、

ａ
、
Ｆ

〆
巳
１
１
Ｊ

一

一

ろ

錆
ブ
㈹

〃
電
冬
／
銅
〉

を
ｒ
叩
’
、
Ｕ
ｊ
画を

鳥
‐

ア
ー

凸
Ⅱ
１

↑
紫
へ
と
．
ｒ

咽
四
Ｗ
Ｉ

．
濁、一

③
弓
恥
Ｊ

７ｊ
C

犬 4、､斗＞
一

ノ
ー
〕
〕
〃
や
，
〃
』前

一
妙
もＩ

詰

ら

ー

ア

ーー

2，私
Ｆ

；
一
ま
茨

～
β
＃

-うラ １

食

〃

乱

IP

圭
一

『ム f

、夕

'ゼ肥
ー

”
北
部
と 雄11．ヂ・

I ，

/d71）
ア
ー

1 ヴ

2|#･I7' Iｰ

一

Ｊ
一

。■

－一
一■■■ －

L 一一



１
‐
’
’
“
一
一
ロ
ー
マ

Ｕ

－

ノ1

●
l}

里皿

、

l1

T

W

ｊ
叩
ｒ

李
屋
へ
》
戸
～
、
、
率
瘤
咋
『
ｊ
進
》
、
よ

い
婬
抑
’
○
．

割

磁
》
‐
？
』
‐
り
ぃ
”
、
‐
ラ
ー
？
の
，
、
、
，
，
一

百
コ

-A綴 ４１
Ｊ
フ
ィ
ノ
ブ
し

ア手
倉
刈
，
、
産
〉

急
／皇

抑 １

，
，
句
委
必
″
〃
卜
へ
，
ヤ
ノ
、
ｊ
●
志
Ⅵ
ｌ
‐

、
坪
‐
Ｉ
邦
‐
Ｐ
，
幻
Ｉ

ｆ

二
Ｊ
叩

山
打
＃
ｊ
ｒ
２
妃
ｏ
ｂ

’
秘
州
到
ノ
レ
Ⅵ

抑
や
め
／
北
嚇
で
う
あ
７
ｂ

、
非
Ｌ

ヂ
ィ
４ 灌弟 ０

７
皿
コ
ロ
↓
や

９
４
ｆ

）
久
陀
〃
を
Ｉ
。
メ
ル
も

折
、
１

急
とぅ

弗
司
～
，
昨
ブ
グ
？
り
り
／
《
も
琴
褒
挿
，
、

』

－1ざ

ヤ
ー

、
、
１
１
１
Ｊ

し
○
派
ウ

レ
０
－
１
１
０

７

や
ふ
蔀
？
γ
く
ぁ
？
‐
禍
し
１
７

一
ソ

、
可
１
Ｖ
．
ｘ
埋
手
刃
‐
〃
Ｉ
‐
／

◎
７
７

》

鞠蕊蕊
P

0

；
も〆

ノ

合いﾟ妄辱
■~

，必 、!}l

」"〆矛

1ｺ

|サ
ダ

,|〔

ノ

ク
ｂ
ｌ
ｊ

ぞ
恥
Ⅶ

３
１

半
刈
ゆ
》
々
泌
叱
・
と
７
り
ろ
人
か
う
け

】

、
■
１
Ｂ
９

學

角

ヤ
リ

ル
ツ
ー
＃
‐
粥
〃
わ
＃
々
亥
、
左

〃

ｊ
ｉ

一
ケ
リ

｝
ざ
く
、
ザ
～
，
一
で
今
々
Ｉ
利
ゆ
く
訓
Ｌ

諺
”

も
Ｆ
Ｊ
Ｌ
、
Ｕ
Ｏ
ｆ
〆

吊

幸
７
ジ
ー
レ

ーｌ
７
勾
凡
Ｕ

李
似
今
ム
や
１
，
、
ノ
ｊ

』
〃

上
、

ザ
寺
Ｉ

Ｐ
Ｉ
ノ
了
予
ｏ
ｎ

サ
ン
鑑
刻
‐
ｆ
Ｊ

Ｌ

ログ
官か

11
1-,） F1

↑！ ０
ケ
９
い
へ
Ｌ
‐
、
、
川
『
．

ｕ
号
斜
へ
、
‐
ノ
ロ
ノ
．
‐

や
、
－
，
拘
‐

）斗

加割
ツ

ア
年
今
抄
倫
銭
ｊ
ｊ
〆
捗
匂
糸
功
利
狐
叩

う
ふ
Ｉ
も
学
ぶ
卜
う
、

捗
遷
》

、

叩
ｊ
山
守
わ

餌
ら
げ
，

一

物
ｇ
／
許
“
玩
鈎
の
ゞ
脇

一
》
忌
雫
Ｆ
ｔ
７
〆

斗

ｒ
叩
Ｉ

叩
く
Ｊ
，
、
篭
卯
ｎ
液
加

濯Ｒ
・
、
力

し
》
イ

ー

‘'し、

;
ノ

人 称
？
小

1？
ヲ

{ん

ｒ

吟
１
七
・ｌ
亥
具
７
抑
郷
噌
ｔ

、

ｿ｡『
？

７
７

１
鉛
ｊ
、
艸
恥
ハ
』

』，#”マ

Ｊ
１

■

〃

B

ID V

、、

今
，
、

〉
喉
《
卸
》
一
Ｂ
Ｌ
Ｊ

、
、ｵﾃ

号、

犬一

蓋

是一才
？
苓
鳥

奎
弘
に

善 )詞
｜

､ジ

一
望
濤
抵
１

1
0

今
膠
十》

0

藷打ｵI
、

ざ
，
誹
〆
〃

』ヨ

ノ村
－－一一一■■■■■■一 ー

L
L一,一一 一‐

－
１|■'一ー － －－.‐



、
喧
川
‐
、
■
ア
△
ユ
一
己
ロ
ロ
州
郡
‐
１
１
１
可
一

分

’
１

－

一
ヶ
胎
刷
川
ノ

ー

（

飲

峪
抑
小
、
函
了
必
わ
今
晩
沙
，
Ｌ
鈩
聖
く
〃
、

ｵニ 荊
鋤
ｆ
フ
ャ
４
‐
く
ヵ
、
α

爵
１
，
ノ
ー
、
ト
ー
、
》
Ｉ
ハ
．
、
″
、
、
Ａ
い
順
沈
〆
と

１

恥
祇
涕
う
け
川
妄
岬
ら
が

髪
就

、
列
１

Ｊ
域
剃
め
，
地
Ｉ
。

」
側
１
，
幻
十
Ｆ
シ
一
＄
～
Ｊ
〆
，
伽
１
吋
～
夕
億

『
，
〆
Ｉ
部
へ
〉
，
‐
シ
『
●
峠
’
〃
、
、
４

－

湖
。
，
Ｌ
Ｊ
／
◆
。
、

１
，
今
ノ
ー
ハ
ー
ｒ
Ｌ

ｊ
〃

７

》
埠
一
″
吟
刎
Ｕ
Ｉ
ノ
祉
哩
噸
肌
ｊ
・
訓
寺
‐
ハ
ノ
ー
、
Ｊ
１
《
ｊ

耀
学
〃
ｌ
ｕ
ろ
粋
，
‐
り
き
ぢ
へ
一千
玲
脚
八

９
１
厚
ｒ
牡

７
た
ん
く
《
凡
小
〃
々

拍
し
や
，
ハ
伽
叩
”
や
り
〃
如
叫
ｂ
、
許
叩
Ｉ
〃
ぬ
－
川
〃

〃
方
ノ
／
〃
み
物
勺
，
子
沖
吻
与
／
ハ
レ
鈎
岬
狐
／
ｌ
恥
１

，
猫
み
″
‐
Ⅲ

｝
コ
ー
ー
〃
‐
▲

勇
内
へ
菱
Ｉ
‐
１
鍼
砂
墹
Ｊ
Ｕ
ふ
ノ
飛
の
ｍ
Ｎ
式
ゞ
小
，
↑
。

●

〃
戸
匂
１
灯
り
ハ
ー
フ
仙
卜

』

ツ
ー

十
Ｗ
ｊ
ア
ン
員

ね
‐
肉
び
ん
〃
ｙ
〃
缶
や
‐
偏
息
鰄
坑
侮

乙
｝
一

恥
粥
郷
，
〃
ハ
ブ
？
α
の
ｗ
枠
ｌ
や
人
１
人
１
Ｊ
⑥
．

↓

〕
つ
う
等
侮
呼
］
イ
ノ
冬
‐
γ

|が
詞

11I
ﾉ(ン

苛調

、

７

－
万
絢
吟
や
一
ぐ

う
〈
、
‐
叩
ゼ

ヂ
カ
恥
／
’
、
、
‐
‐§
ｆ
ｆ

１

Ｈ
４

石

７
プ
レ
心
耳
、
／
蔀
”
〆
い
）
Ⅲ
了
々
《
ｒ
の
く
く
ノ
征
や
，
、

１
ｊ

Ｊ

叉
》

ぬ
↓
ｆ
ｂ
油
峰
い
・
く
１
ｋ
ｔ
，
僻
抑
い
ふ
“

稚
畷
ｊ

も

リ
グ
、
１
１

ノ

ノ
ー
ー
シ
ｂ
ゾ

ー

ｆ
″
恥
ｙ
・
～
坐
力
＃

1コ

入
り
〃

I

●

十
Ｊ
Ｏ

や
缶
と
彩
塚
ふ
の
月
族
ｆ
琢
瞳

；
ｐ

ｊ

Ｐ
ｏ
Ｊ

７
妙
１
４
割

カツ

､レ
ク

、

蝦
ｖ
Ｌ
シ
〆
媚
銅
了
″
、
γ
＃
し
～
う
り
ぞ
革
冷
Ｙ
ｌ
″

し

ｗ
〕
》
イ
叩
，

十
，

千
画
少
ｊ
ノ
リ
７
‐
ｌ
評
‐
‐

い

、
上
、

〒
ｂ
Ｊ

｢§ 池
刊
Ｉ
‐
山

胸
７
１
１
ハ
‐
ゐ
、
１
八
洲
ノ

フー
レ
、

いば轡

職，

十

●
鈴
私
”
摩
、
Ｉ
、
』

に

／ ノ

Ｐ

の
、
ｈ
″ (1｜

P

;ブ、

亀
？

潮
＃
、

1
＝

〃

､-1透 了_〉

二二

月
も

涌 奇泥 _誰
｡恥

坪
《

V

11j'
一

｡

７
ミ
ー
ミ

マ
勺
１
１う

膿
一

易 力|↓を I訓メ
』 》、 ｸﾘ）

■
－一 ー一

■
Ｊ
一
■
１
ロ
日
０
１

酉一■■
~

I

－－元一



可

｜

’

－一

I

鷺1斗
御

午

渥
鮮
娠
刊
邪
Ｉ
ル
Ｚ
》
’
旬
に
Ｔ
Ｉ
，
惚
公
●
１
ハ
リ
７
、

卿
杓

物
〕
ぜ
ゞ
Ｌ
ｚ
ゾ
和

み
”
吟
《
・
門
畑
？
，

》
珍
喬
時
ザ
〃
〃
１
〃
〆
１
ｆ
ｌ
Ｌ
、

、
叩
い
，
叩
叩
、
、
Ｊ
ノ
ー
、
、
ｌ
い
Ｉ
、
』
一
叩

も
Ｅ
１
Ｐ

昨
陸
伺
酎
似
悩
禦
言
甘
一
↓
γ
〃
、
〃

」

直
言
、

ｂ
〃
埖
刈
膨
上
則
肉
ふ
り
々
，
測
狗
、
ｊ
壱
瀬

〃
Ｉ
二
Ｅ
Ａ
ｊ
ハ

芸
ｌ
猟
γ
々
，
〆
鼎
診
４
人
カ
ー

、
や
Ｉ
シ
ア
、
？
『
●
Ｊ

や
え
野
‐
八
刺
ら
、

L)7
６

歩
ｆ
応
た
や
し
河
隅
ハ
ァ
Ｌ
イ
リ
ー
、
、
ｊ
『
小
評
僻
地
乃
吻

ｒⅢ
’
ん
ゞ
‐
心
く
ｌ
ア
ク
澱
『
り
う
４
～
ノ
ア
Ｉ
マ
タ
秘

寺

､〕〉

ジ
奇
抑
欲
っ

”
い
い
ノ
フ
リ
ー
Ｌ
ｌ
１
ノ
）
、
の
イ
バ
イ
ノ

ノ

ム
》

つ
ｊ
ヅ
・
談
シ
つ
剣
〃
ア
“
司
叩
、

？

．
〉
６
，
”
１
ｊ
Ｕ

学
，
〃
α
や
～
小
猫
戯

弄
仇
と
砂
淵
と
恥
、
Ⅲ
鐵
易
ｗ
１
侭
血
紗
７
，

乙

キ
ィ『ハ 者

、

●

プ
尭
圭
鵬
劉
釧
油
岬
ノ
ー
Ｉ

ｄ
ｌ
Ｌ

７
〃
ず
ノ
ｗ
ｆ
１

人
ハ
軍一

ｲ，
uv?→

『

戸

１
Ｖ
、

●
』
■
■
，
Ｆ
Ｉ
Ｌ
己
口
已
■
■
■
■
■
■
■
。

「

肥
と
》
川
”
侃
叫

腱肩
？
‐
″
一
旗
、
剖
町
，
，

ノ

；
影
６
，
イ
今
争
う
刃
私

－
７
陸
‐
‐
〃
ゞ
弘
〃

ノ
め
Ⅶ
‐
ツ
ノ
，

十
弓
》
一

Ｔ
〃
７

１
１
１
－
、
ｆ
、
１
吋
『
ｌ
〃
し
Ｉ
粋
邪
、
副
‘
，
く
、
』
》
吻
訓
ソ
〃
狸
辱
ハ
レ７

ム

ノ 、

）1°
wI
ノ

左

jン
&フニ

ウ

}リ1
／

や、

＆v や

箇
八
や
～
封
牢
焔
プ
ダ
刊
眼
ノ
ロ

腸
～ ｌ

Ｐ
・
１
Ｊ

公
ノ
Ｂ
ノ
づ

７
心
，
レ
ャ
″
Ｉ

、

、

！

君

旨

ｊ

迄
ク
バ

●

ゆ
抑
副
ノ
、
穆
弧
γ
｜
言
｝

０
Ｆ

手
や

一
‐
ノ
、｝
⑰
》
鰯

１
１

や凸

、ル 11￥段〃

計
肩
一

γ
今
八

Ｊ
恥
口
″
〃

ノ

、徴

ノ

ガ，

氷 Z 〆

1
，

、
。

｡

1
●

j

，

１
１
１

銅
減

〃

Ｆ
』
Ｐ
岬
，
‐
‐

こ
｝
一

『

■■■■■■ﾛ■■ﾛ■■■■■一一一 L 一一三
一 一一一 一

■ー

IlUl■ ‐ ー ＝再一一F 〃－
－－戸一

一可



■■■ ＝

一

。
、
”

4

認
↑
‐
‐
た
ノ
ヘ
ン
マ
ー
括
約
、
ｎ
シ
醜
１

九
九

将
燐
い
Ｉ
ケ
ー

ｊ
、
心
惚
、
１
７
ア
ー
ム
鈴
，
Ｌ
〉
ア
（
顕
川
副

○
・
一
、
〃
４
‐
『

江
い
好
，
ハ
ヘ
／
／
／
辞
、
ノ

匂

９

一
派
‐
ぬ
‐
，
１
２
り
脈
で
イ
ｒ

一

陣
？
１
”
可
ｙ
ｉ
渦
１
り
ぅ
７
、
Ｚ
今
吟
と
少
瓶
の

」

塗
迩
『
〃
ハ
ケ
茸
ノ
も
〃
ｊ
１

ｒ
ｊ

ｈ
隅
．
里
～
数
脚
脾
心
く
？
う
い
〃
甲

一
Ｉ

秘

へ
ｆ
人
ｌ
ｆ
小
叩
ｉ
・
『

泳
修
快
勝
“
、
ノ

冨
批
‐
鋤
＃
、

一
日
ゴ

ー
釦
浄
写
４
ｒ
４
人
く
む
‐
ア
ァ
宵

■

泥
歯
、
〕
‐
ふ
い
卒
／
勺
７
〈
〃
旬
７

一
歌
《
傷
》
睦
妙
吟
参

~

1幟

1
7

；
州

訓 Ｐ
。
ｑ
、
Ｊ
ノ
グ

マ
《
｝
″
』
、
ｕ
四
Ｗ
・
〆
、

一
句
／
’
ノ
ゾ

７

７
Ｊ
“
ｖ
Ａ
ｇ
色
り

７
ヶ
効
’
２
↓
Ｉ
〃
閏
，

４

Ｊ
、
Ｉ

{匂 Ｉ
ｊ ら

ら
４
１
胃
腸
襟
〃
司
潮

〃

１
１
７
々
１
歩
《
苛
切

，

王

秘
、
』
ん
ト
ノ
々
，
‐
・
め
り
身
？

メ
ノ
《

７
イ
列
内

P

』

う
７
－
，
〃

淋
幡
リ

ノ
／
り
ｅ
ｉ
ア
ガ
ｄ
ノ

|え
）

、
人
ｍ
秘
や
篤
丙』

協
砺
７
ぞ
と
／
上

』

Ｑ
ず
『
や
今

へ
、
恥
》
泌
坐
剤
グ
ー
、
牛

、
■
〆
Ｆ

ｊ

▲

人；しg 帥
チタ

f
ア

、））

ソ

な
M-

モ
サ
ヒ
レ

フ
７
ハ
や
小
ｊ
Ｉ
９
Ｉ
Ｏ
、
軸
い
ゃ
ふ
り
ヅ
乙
ケ
勺

も

雄

笈
、

Ｄ

ｙ

渦
ｉ
″
ソ
ゾ
ャ
幻
の
狗Ｊ

、

１

Ｊ
、
、
▲
例
や

卜
、

、

Ｐ
Ｉ
Ｕ
》
勺

Ｌ
Ⅳ
，
》
一

挙
り
甘
み
脱
〆
ｒ
の
九
．

宜
却

』

毛

１
Ｊ
１
川
１

万１

、
と
ｊ
軸
４
夕
７
Ｖ
．
ｏ
１
ｊｇ

l f lCD

池

L p

Tフ

j!I'
、ヤ

γ
７
，
柄
‘

Yl

少P
jP
r

j

一

身
▲ 、

／

伽

’
恥
グ

〃7

ル
＃●

，
咽
睡
恥

渉

J'ノ
０

誰
哩
．
‐
孔

4， 君

も

￥少

:）
､

動
、

局

茅
却
錘
械

Ｐ
Ｐ
Ｆ
二
戸

一
罫
邸
，

■

あ
4

魚 '畷6j 。､

蝿Ｊ
後マ

ツI姑 1‘ん
ノ

Z

ノ
ウ

二
f

一 言一 一
－一一一

－ －

－

‐~一一■ﾛ■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■=－－－－－± _一一口一』一一万一
一一一I



ニョ『二

司一
ク

－一

画
″
０
坐
側
粁
‐
‐
ゞ
秘
．
、
ノ
ー

坐
ハ
ワ
ｒ

え

一
命
砂
‐
嫁
プ
デ
》
加
ブ
リ
鋸

一
夕

Ｐ

キ
ヒ

砧
《
考
肌
，
夕
劾
～
‐
、
弓
、
郭
小
，
俊

刊
『

室
、
、
Ｐ

〆
牛

斗
似
噂
喰
ｒ
Ｉ
１
Ｕ
ｌ
ワ
コ

、
Ｌ
ｙ
ｆ
１
ノ
ー
唇
‐
状
，
い
，
詐
學
１
Ｉ
ｌ
ｌ
ＩＬ

割
や
Ｉ
ノ
－
０
ア
」
／
、
１
口
‐

携
筋
、
修
岬
１
、
抄
‐
〃
ｂ
血
命
〃
，

１

－
ノ
ニ
Ｉ

生
ｊ

ム
ー
ら
瞬
坤
ハ
ー
ゼ
＃
〃
ｉ
や
勺
啼
１
り
く
；
‐
ハ
ぃ

ノ
戸

ｆ
ｌ
〃

、
、
封
岬
小
の
ｊ
影
少
々
で
〃
｝

〃
上
端
鼻
一
ハ
略
１
，
て
功
池
み

》
（
一
Ｊ
／
Ｊ

ｊ
Ｉ

Ｆ
，
－
１
ｒ

ヤ
今
了
土

砿
縁
‐
鋤
，
１
１

，
場
〃
匂
ｒ
》
』
ハ
〃
・
Ｉ
Ｉ
ｌ
ｌ
ｑ
恥
“
望
ノ
ゾ
寸

胴
昭
，
叫
〆
γ
③

人
、
ｉ
排
卵
緬
鋤
〃
噌
王
》
娠
ｊ
噂
／
＆

会
う
一

ケ
Ｋ
ノ
〃
祁
娠
州
‐

男
祁
乎
ラ
侮
鴎
１
，
’
４
１
う
ぃ
↓

ｊ
７
，
Ｊ
ｖ
》
っ
ｑ
〃
』
Ｊ
〃
Ｊ

●

ｊ
丁
リ
ノ

ノ

ー

證
払
牛
ハ
ハ
柵
将
，
の
噸
１
４
１
６
掛
値
Ａ
代
屯
Ｕ

9罰
戸
土
歩
ｊ
／
ノ
キ
ル

十
Ｊ

◆

山
平
繁
；
”
ｙ
吟
偲
上
齢
丸
Ｚ
か
恥
花
ぃ
凌
犠

奴
岬
，
＃
し
半
勤
語
‐

劣
叱
々
ノ
ー
か
可
り
う
，
吟
哩
ｒ
″
》

博

巳
Ｕ
『
。

っ
７
勺
Ｉ
‐
、
‐
↓
い
り
『
〔
／
ｆ
，
Ｊ
、
ノ
§
彬
側
ィ
禍
‐
〉
通
う
件
ソ
ク
々
や
あ
り

１
０
ノ
、

１
、
陵
」
／
ム
Ｋ
〉
●
戸
『
４
１
、
ノ
ノ
ソ
ノ

》

’
一

9
ー

才
釘
ヲ
妙
憾
以
ぎ
た

３
鳥
１

１

功

、
ｉ
‐
聯
地
？
～
く
１
睡
可
〃
制
７
ル
ヤ
叩
Ｊ

亨
杉
４
Ｕ
ｌ
〃
印
唯
ソ
払
い
丹
小
け
弓
、
、ｊｔ

毎

ア

万
人
‐
Ｌ
Ⅷ
ふ
舟
沸
崎
ノ
ヂ
レ
砂
《
’

７

、

｜
届

４
部
ム
ｆ
少

Ｉ

１

，

争
伶
〃
Ｊ
１
Ｉ
ｌ

心
７
ノ
ー
収

「
座
Ｉ

ア ノ
Phlﾚ

ウノ

a

ノ

ど

》

、

I]&承
鋤
一

茜1
， P

t

ノ

ノ

。

､ｵ1．
一
妙
》
う

Ｉ 砥
適
雄

ー》

ぴら激
〉
』
吟

６
雄

罪
噸
秘
笥
一

i6)
■

ザ、

向
雄

F

I

良
、

一

一
一

一
｝

一

一
一

･j1Jl 'l
可

ローーーーー ~■l■■｢ －－－＝_＝－－－＝
吉

－F一1 一一=一 一一 一一一■ 一一■ 一一 = 一一



－

上■■r己

口埠

●

髪
た
ち
企
馴
蛎
ｆ
〃
〃
ぜ
ぐ
刑
ノ
孔
韮
‐
ゐ

〃
ロ
、
』
時

捗
緬
ル
ヤ
つ
ハ
ム
ム
ヤ
痔
も
し
↑
「

』｡

永
の
寛
，
イ
４
毎
↑
呼
捗
を
坪
》
延
茨

、

（
い
可
‐
ジ
ノ
久
建
Ｉ
い
〕
赤
子
’
”
ハ
ツ
の
．
捗
榧
も
知
，
一
斗
御
叩Ｉ

－
１
／
砿
剛
鉤
切
１
才

γ
乱
柘
勃
り
り
～
ｔ
ｏ
”
愛

す
〃
や

鍵

ヱ
メ
リ

入
仰
ｈ
倣
叱
う
今
や
了
必
フ
罷
入
。
そ
芸

溌
辨

泌
め
ん
旦
劾

詮 肌
Ｉ
舅
を
も
ｆ
４
，
蕊

ケ
ヶ
叫
易
衿

|》吟
，
胴
Ⅳ
ハ
》
多
剛

の ■

’
P

１
１ ､I

了

弘
岬
孑
向
″
い
沁
仙

詮
１１ヅ

ム

埋
罐
”
恢
爾
’

胆
泓
沙
娩

匝

』
‘
堀
切
ソ
，
〃
〃
ず
“
，
」
〃
く
，
‐
‐
＆
、
‐
ワ
ｆ
』
Ｉ

〃

戸アノ １
ｋ 吻

々
〉
己
剥
伽
呼
吟
、
ノ
ー
↓
勺
－
１

７
＃

賂1

，
診
力
Ｙ
Ｉ
ｉ
ｑ
仏
呼
舟

再

Ｔ
一

つ
隅
ソ
７
平
１
，
７
や
鴎
ノ

』
）

ｆ

』
↑
ヤ
ノ
Ｊ
似

γ
､フ い

差 ち）､

ベ；

ｐ

診
ず
〃
叫
〆

ケ
〃
～
妙
州

郡
Ｐ
１
１
４
．
ソ

ク

P

､

｛
ザ

P

､ )1｝診’
午
〔

泉1リ

圭、
ル
着

､つ
一ar沸

新
ｊ

■
”

j

少

I

℃

ｰ

一

一

童
宿
雄

え澱
〃
屋

ナ
ン1’

①

祇
九
丘

■

蝿７
『
Ｊ
』

ア
的
Ｗ
Ⅳ
９

人
の

勝’
●

l'41 1

一

一
ク

ア
孔

L■

9
－－‐ － ~I

一一一一 一一一一一 一1■■■I■■■|■I~一

1 －

．一＝ 一一一ユー 一一



一

宇
伽
ｌ
舟

一
声
《
《
轟
一

■二一一一＝一一＝
－＝一一一一一

一一

－－

』 － 一ｰ

山
．
ｈ
ノ
ー
’
１
引
争
－
１
、
‐
ゞ
手
枕
畑
，

７

●

、
申
』
昼
、
こ

ん

も

嘩
窪
執
α
汎
鵠
キ
吋
〆
り

↓
《
〆
却
』
ヴ
今
Ｊ
画
↓
今
可
、

営
某
洵

丁

１

鍔
ｈ
，
１
．
１
１
１
句
、
’
一

／
、

く

芹
ｉ
ｒ
３
ｒ
〆
仙
、
．
、
，
『

虎
洲
’
易
到
つ
、
飛
ｊ
に
ら
．

１

〃

聿
矛
し
か
渉
一
１
！
土
今
方
Ｊ
１

仲
ｉ
瓜

』

４

● ●

●

て
収
欺
ば
八
〃
幸
１
－

＝
ー

P

● ● 0
▽

＝

F

’

』

、
↑ヘ

ヘ
』●

、

●

●

●
戸

●
毎

。

●

、

マ －■■■■■■■■■■■

グ
ー●

ﾛ

●

《
咄

●

0 _ !UIIIIIU■■■-- －一一N －

'一一一 -画 ＝ー－■

■■■■=---･------~-一一一一一．一一一－－‘･ ･一一ｰ一一 グ



’
一

L
一一一 －－=一一匹一一手一一一一一

9
q

凸

命
L

一《
。
《
ず

一
輔も

）
可
４
■

零
．

蕊
一胸

民
司

■

可

０

h

ユ

Ｐ

9

L


